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一家に１冊！博物館ガイド

小銅鐸展　４月１５日まで開催！
展示室２階の情報コーナーでは、市内広川･公所遺跡群の内沢遺跡から

出土した小銅鐸を中心に、出土資料の展示を行っています。県内２例目と

なる古墳時代前期の小銅鐸をぜひご覧ください。

主催／市教育委員会・広川公所遺跡発掘調査団

新しい博物館のガイドブックが

完成しました。このガイドブック

には、次のような内容が盛り込ま

れていて、博物館活動の全体がつ

かめるようになっています。

◎展示室各コーナーの解説

◎行事の紹介

◎博物館刊行の本のリスト

◎県内博物館一覧

◎博物館を調べる本

◎博物館関係ホームページ

アドレス

博物館を利用する機会の多い方

も少ない方も、ぜひ１冊お求め頂

き、折りにふれて活用して頂きた

いと思います。

４月中旬頒布開始

博物館受付へ！

予定価格　３２０円

博物館では、ガイドのほかに、

動物資料目録２、年報２２号、自

然と文化２２号などを刊行予定で

す。これらについては、来号で紹

介します。
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大彗星が近づいた日

1996年春、地球に大接

近したヒャクタケ彗星、

1997年春、巨大なヘー

ル・ボップ彗星がやって

きました。ヒャクタケ彗

星は100度を越すイオン

テイルが伸びているのが

見られ、また、予想をは

るかに超えるＸ線の放射

が観測されました。ヘー

ル・ボップ彗星はナトリ

ウムの尾が見えたり、興

味深い現象が見られまし

た。なかでも、ミリ波による観測で水素と重水素の同

位体比が得られたことが大きな成果だったのです。

彗星衝突

1994年、木星にシューメイカーレビー第９彗星が衝

突しました。彗星が分裂しながら木星に衝突するとい

う、数百年に一度の現象が見られましたが、これは太

陽系形成時に地球にも起きたに違いない現象でもある

のです。

氷とチリの天体

彗星はその核の中に氷とチリで出来た小天体があり

ます。太陽から遠いところでは冷たく凍りついていま

すが、太陽に近づくと蒸発し、彗星の姿となります。

彗星は揮発する物質がなくなると、小さな小惑星と見

分けがつかなくなってしまいます。その揮発性の物質

こそ、原始太陽系の情報を今に伝えるもので、地球の

海の成因にもつながる情報が込められているのです。

彗星の水、地球の水

地球の海は地球誕生後、数億年の間に今のようにな

ったとされています。その水素、重水素同位体比はほ

ぼ１万対１で、太陽系の平均的な同位体比の１０倍の

重水素を含んでいるのです。彗星のミリ波による電波

観測結果から、水素と重水

素の比が地球の海は彗星の

それに近いことが報告され

ました。このことは彗星が

地球の海の形成にかなりの

寄与をしたと言えるのかも

しれません。原始地球形成

後、地球には大量の小惑星

や彗星状天体が降り注いだ

と考えられています。それ

らが海の水素重水素同位体

の比率を太陽系の平均より

高くする原因となったのでは

ないかと推論されているのです。

彗星はどこから来た

太陽系惑星をはるかに離れた、太陽系の果てにオー

ルトの雲と呼ぶ、原始太陽系のチリやガスがとりまい

ています。彗星もここから供給されていると考えられ

ています。それはまた、星が形成されている原始星雲

にも見ることが出来ます。ハッブル宇宙望遠鏡がとら

えた原始星をとりまく降着円盤と極方向に吹き上がる

雲がオールトの雲を連想させるのです。

彗星をつかめ

2月にNASAが打ち上げた宇宙探査機スターダスト

は、ビルド第2彗星(81P/Wild 2)のダストサンプルを採

取して、2006年に地球に戻ることになっています。

また、日本のサンプルリターン計画もスタートしてい

ます。ロゼッタはヨーロッパ宇宙連合が２００３年１

月の打ち上げをめざしています。彗星とランデブーを

して、彗星核の詳しい探査をする予定です。

彗星の水を直接調べることが出来れば、地球の海の

誕生に迫れるばかりか、太陽系のもとの情報が得られ

ることになり、太陽系がどのようにして生まれたのか、

を解くカギともなるのです。

プラネタリウム　

「彗星が海を作った」
3月13日～５月２日

地球には青く美しい海がひろがっています。この海はどのようにして出来たか、

まだ解明されてはいないのです。今回のプラネタリウムでは、そのなぞに迫る手

がかりとして、注目されている彗星と地球の海の共通点を中心にお話しします。

ヘールボップ彗星の頭部






